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今月の表紙
深谷復興拠点エリアの新施設、い
いたて村のドッグラン「わんこの
庭のびのび」です。７月17日の
オープン日に開催した開庭イベン
トで、わんこ達のファーストラン
を行いました。「わんこの庭のび
のび」は１頭１回500円（道の駅
レジで受け付け）で、午前10時
から午後４時まで（10月から３
月は午後３時まで）、水曜定休で
す。利用者証の返却時に道の駅利
用券（500円分）がもらえます。

今月の話題「プレミアム付商品券」
特集「地域みがきあげ計画」
農業委員会から「新委員の紹介」
学びの広場「こども園たなばた」ほか

飯舘百景「向日葵と紫陽花」
報告「相双建設事務所からのお知らせ」

いいたて便り
話題のパレット
はなれていても／ふれ愛館だより
おしらせのページ
入札結果
いいたてDIARY／ラオス通信。
ふるさと資源／ひとのうごき
ほっとNEWS／飯舘言葉の達人
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６
月
１
日
か
ら
飯
舘
村
商
工
会

で
販
売
し
て
い
る「
い
い
た
て
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
」。村
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
と
村
内
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、３
年

目
の
今
年
は
限
定
１
万
５
０
０
０
冊

を
販
売
し
ま
す
。村
の
事
業
所
で
の

み
使
用
で
き
る
商
品
券
で
す
の
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
役

立
っ
て
い
ま
す
。７
月
14
日
時
点
で

す
で
に
８
１
６
４
冊（
54・４
％
）を

販
売
済
み
で
す
。購
入
予
定
の
方
は

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

ト
ク
し
て
応
援
！
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

売
れ
行
き
好
調
！
消
費
者
に
も
事
業
者
に
も
う
れ
し
い
商
品
券
で
す

１冊１万円で
１万5,000円分！今月

の話
題

vol.
16

　大変お得な商品券の発行は、
商工業者に活気をもたらしてい
ます。商工会の会員のうち、現
在、村内に戻って事業を行ってい
るのは約４割で横ばい状態にあ
りますが、こうした活性化の取り
組みが、住民の帰還と、商工業
者の事業再開や継続につながる
ことを願っています。８月８日には
道の駅で、「いいたて夏まつり」を
開催します。昨年も多くのお客様
に来ていただきましたが、さらに
内容を充実させて、住民の交流
を進めたいと思っています。

飯舘村商工会  会長 
鹿山 真広 さん

（深  谷）
鹿山電気商会の社長で
もある鹿山さん。今年
５月に飯舘村商工会の
会長に就任しました。

将来につながる取り組みに

前回も、改築や電化製品
の購入など、多くの方に
利用していただき、商品
券の効果を感じました。
注文を受けた時に、商品
券の活用をおすすめす
ることもありますよ。　

林 稔 さん （臼 石）

震災直後、川俣町に建て
たプレハブの店舗は、道
路拡張に伴い建て替えま
した。うちは４代続く床
屋で、今も村の皆さんが
お客さん。商品券も活用
いただいています。

坂本 剛 さん （草 野）

理容さかもとカネコ林でんきや

販売期間・使用期間は共に令和４年１
月31日まで。1人６冊まで購入できま
す。販売は商工会館窓口で（平日の午
前９時から午後４時）。また８月８日
に開催される「いいたて夏まつり」
（午前10時から午後２時・いいたて村
の道の駅までい館にて）でも特設ブー
スで販売されます。

好評販売中！

いいたてプレミアム付商品券

「プレミアム付商品券で給油する人が多い
ですね」。写真は北原商店（草野）のガソ
リンスタンドです。商品券の発行も３年
目。給油での活用が定番となっている人も
多いのでは。利用者の方も笑顔です。「必
ず使うものですから助かっています」。

村出身の災害救助犬、じゃが
いも君が里帰り。オープンを
一緒に祝ってくれました。
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地域みがきあげ計画
　行政区単位で、今後５年間の「地域
みがきあげ計画」を策定します。
　計画書には、「行政区の目標」「行政
区の課題」「行政区が目指す５年後の
将来像」などを記入。「みがきあげよ
う！ふるさと補助金」を活用して、目標
の実現や課題解決につながる取り組
みを、具体的に実践していきます。

はじまります！

ってなに？

　
各
行
政
区
が
策
定
す
る

「
地
域
み
が
き
あ
げ
計
画
」

は
、今
後
5
年
間
を
か
け

て
、地
域
の
魅
力
を
み
が

き
あ
げ
る
た
め
の
計
画
で

す
。

　
ま
ず
は
、地
域
の
持
つ
魅

力
を
再
確
認
。さ
ら
に
は

課
題
を
洗
い
出
し
、現
時

点
を
起
点
に
し
た「
地
域

み
が
き
」の
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

計
画
づ
く
り
そ
の
も
の
も
、

「
地
域
み
が
き
」の
取
り

組
み
の一つ
と
な
り
ま
す
。

５年計画の  はじめの一歩

今ここからの 地域みがき

　今
年
度
か
ら
各
行
政
区
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く「
地
域
み
が
き

あ
げ
計
画
」の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、こ
の
新
た
な
取
り

組
み
に
活
用
で
き
る「
み
が
き
あ
げ
よ
う
！
ふ
る
さ
と
補
助
金
」と
、

役
場
職
員
１
０
３
人
が
行
政
区
に
関
わ
る「
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
担
当

者
制
度
」に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

飯舘村の行政区

飯舘村には20の行政区があり、

地区のまとまりを形成しながら、

それぞれが個性を活かした地域

づくりを行ってきました。長年の

活動で培われた組織力と、世代

を越えたつながりが、全村避難中

も大きな役割を果たしました。

地域みがきあげ計画飯舘村の20行政区

草野

深谷

伊丹沢

関沢

小宮

八木沢・芦原

大倉

佐須

宮内

飯樋町

前田・八和木

大久保・外内

上飯樋

比曽

長泥

蕨平

関根・松塚

臼石

前田

二枚橋・須萱

１

２

３
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９
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令和３年８月号 4令和３年８月号5



地
域
み
が
き
あ
げ
計
画
推
進
協
議
会

実のある計画にしていこう

　７月７日、交流センター「ふれ愛館」で、第１回「地域みがきあげ計画推進
協議会」が開かれました。委員長には熊谷清さん（飯樋町）、副委員長に
は佐藤勝見さん（前田）を選出。計画づくりに関する自由闊達な意見交換
も行われました。協議の結果は、「みがきあげよう！ふるさと補助金」や、役場
職員（コミュニティー担当職員）の今後の取り組みにも反映されます。

委員長   熊谷 清 さん （飯樋町）

　「地域みがきあげ計画推進協議会」の
初回の会議で、委員長に選任された熊谷

八木沢・芦原行政区の説明会 佐須行政区の説明会

提
出
さ
れ
た
各
行
政
区
の
計
画
案
を
元
に
、
互
い
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
。
行
政
区
間
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

計画推進協議会の委員長に選任されました

今ここからの“地域みがき”を考える
各行政区で
取り組みが始まる

20
行
政
区
の
連
携
も

大
切
に
し
ま
す

さん。「２０行政区、そ
れぞれの『地域みが
きあげ計画』が、実の
あるものとなるよう、情
報を共有し、協力して
いきましょう」と、委員と
なった各行政区長に
呼びかけました。

地域の個性を生かして 

　各行政区の個性を生かして、地域
をみがきあげるアイデアを、計画に

盛り込んでください。若い人や移住
されてきた方との交流を進める行事

などにもぜひ取り組んでみてください
。

　計画の策定と実りある事業展開に
向けて、行政区、そして村民の皆さ

まのご協力を、よろしくお願いします
。

各行政区で「地域みがきあげ計画」の検討や策定が進められています。

　「みがきあげよう！ふるさと補助金」は、「地
域みがきあげ計画」の策定や、その計画に
沿った取り組みの支援を目的とする補助金
です。補助申請は行政区単位で行います。

みがきあげよう！ふるさと補助金

計画づくりと実現に活用
できる

補助金制度を創設します

次のページで各行政区のコミュニティー担
当職員（コミ担）を紹介します！

「コミ担」も「ふるさとの担い手」として

　この新しい計画の策定には、役場
のコミュニテイー担当職員が

参画します。
　今年度から１０３人の役場職員（

任期付職員も含む）が、コミュ

ニテイー担当職員となりました。通称
「コミ担」が、「地域みげきあげ

計画」の策定から担当行政区に関わ
り、「ふるさとの担い手」として、

それぞれの行政区について学びな
がら、地区の行事や事業などに

も参加していきます。

大倉行政区の説明会
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役場職員１０３人がコミ担に！

コミ担制度をリニューアル

一緒に地域をみがきあげます

左から●羽田 一（総務係）　●大河原愛美（包括
支援センター）　●多田朋永（健康係）  ●榎本雅
己（農林土木係） 　●三瓶真（産業振興課）

蕨  

平

左から●稲葉修（生涯学習係）　●菅野奈央 （包
括支援センター）　●齋藤愛子（健康係）　●鈴
木美智子 （こども園）　●佐藤将樹（学校教育係）
●三瓶真（産業振興課）　

関
根
・
松
塚

左から ●齋藤博史（企画係兼定住交流係）●万
福大輔（商工観光係）　●林博美（こども園）　●
高木将寛（土木係） 　●渡辺秀一 （農政第一係） 
●佐藤正幸（教育課）

臼  

石

左から●高倉常成（税務係）　●実沢澪（税務係）
●佐藤明美（生涯学習係）　●大槻重宏（建設管
理係）　●星敬（住民係）    ●佐藤正幸（教育課）

前  

田

左から●遠藤喜行（学校教育係）　●壹岐敬（包
括支援センター）　●糯田文也（総務係）　●高
橋政彦（学校教育係）　●佐藤正幸（教育課）

二
枚
橋
・
須
萱

左から●木幡貴彦（こども園）　●高橋美穂（総務
係）　●高橋萌育（総務係）　●高橋真理（財政
係）　●佐藤正幸（包括支援センター）　●石井
秀徳（健康福祉課）

前
田
・
八
和
木

左から●渡邉陽子（健康係）　●赤石澤愛（健康
係）　●八巻光広（生涯学習係）　●松本義之（定
住交流係）　●加藤福雄（農林土木係）　●石井
秀徳（健康福祉課）　

大
久
保
・
外
内

左から●佐藤育男（学校教育係）　●佐藤由美
子（福祉係）　●清野遥（こども園）  ●藤井慎悟

（農政第一係）  ●高橋由文（農政第二係）  ●高
橋栄二（建設課）

上
飯
樋

左から●伊藤博樹（議会事務局）　●木幡悦子
（住民係）　●松下義光（財政係）　●川﨑弘子
（健康係）　●小暮俊和（学校教育係）　●高橋

栄二（建設課）　

比  

曽

左から●小林徳弘（企画係）　●瀬川雅幸（税務
係）　●高野琢子（企画係）　●佐藤宣清（振興公
社）　●三瓶真（産業振興課）

長  

泥

左から●伊藤直美（総務係）　●菅野未步（住民
係）　●大森真（生涯学習係）　●今野智和（福祉
係）　●藤井一彦（生涯学習課）　

八
木
沢
・
芦
原

左から●中井田多美子（こども園）　●塙啓世（こ
ども園）　●中島栄重（農林土木係）　●室井麻
矢（住民係）　●高橋由香（住民係）　●藤井一彦

（生涯学習課）　

大  

倉

左から●菅野彩（会計室）　●菅野裕日子（企
画係）　●佐藤勝一（商工観光係） 　●菅野純子

（社会福祉協議会）　●佐藤こずえ（包括支援セ
ンター）　●山田敬行（住民課／会計室）

佐  

須

左から●横田美江子（健康係）　●高橋直也（建
設管理係）　●松下貴雄（土木係） 　●今井賢二

（農林土木係） ●椛澤博一（財政係）　●山田
敬行（住民課／会計室）　

宮  

内

左から●草野健太郎（農政第一係）　●國分志保
理（健康係） 　●荒真一郎（建設管理係）　●菅
野八重子（福祉係）　●石井宏和（定住交流係） 
●石井秀徳（健康福祉課）　

飯
樋
町

左から●松下秀平（財政係）　●渡部誉典（農政
第一係）　●安藤祥子（こども園）　●高橋廣美

（健康係）　●高橋淳一（建設管理係）　●村山
宏行（村づくり推進課）　

草  

野

左から●今井一起（農政第二係）　●北原美樹
（福祉係）　●原田朋（福祉係） ● 齊 藤 ひろみ
（こども園）　●村山宏行（村づくり推進課）

深  

谷

左から●杉浦由憲（生涯学習係）　●山田茂（農
林土木係）　●渡部朋子（商工観光係）　●庄司
伸也（税務係）  ●宮地祥子（こども園）●村山
宏行（村づくり推進課）

伊
丹
沢

左から●來海裕一（税務係）　●庄司稔（農林土
木係） ●菅野優（こども園）　●丹野徳男（土木
係）　●木幡房実（こども園）　●細川亨（議会事
務局）　

関  

沢

左から●大谷暁永（農政第一係）  ●豊永拓也（住
民係） ●志賀春美（会計室）　●羽田美和（農
政第二係）　●佐藤幸子（こども園）　●細川亨

（議会事務局）　

小  

宮

アドバイザーは課長職の８人

新コミュニティー担当者制度
役場職員が、各地域にうもれている「ふるさと資源」（人・
行事・自然・文化財など！）を発掘しながら、地域や行政区
と共に活動します。

●プレーヤー兼サポーター
　地域について学びながら活動に参加

●コーディネーター
　プレーヤー兼サポーターをサポートします

●アドバイザー
　地区のことをよく知る職員が助言します
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学びの広場

　『いいたて希望の里学園』の２年生が、生活
科の授業で、役場庁舎内探検学習を行いまし
た。それぞれの課で、業務内容について担当
職員から説明を受けた後、「飯舘村の好きな
ところはどこですか」「どうして飯舘村という名
前なんですか」など、事前に考えてきた質問を
堂 と々発言していました。また、職員から投げか
けられた質問に対しても真剣に考え、積極的に
挙手をして答える様子が見られました。

笑顔キラキラ ★ こども園 たなばた会
　『
ま
で
い
の
里
の
こ
ど
も
園
』で
開
か
れ
た「
た
な
ば
た
会
」。皆

で
作
っ
た
笹
飾
り
の
下
、色
と
り
ど
り
の
甚
平
や
浴
衣
を
着
た
子

ど
も
達
が
、七
夕
の
由
来
を
聞
い
た
り
、元
気
に
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り

し
て
、七
夕
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。笹
に
結
ば
れ
揺
れ
て
い
た
短

冊
に
は
、「
み
ん
な
と
な
か
よ
く
あ
そ
び
た
い
」「
し
ょ
う
ぼ
う
し
に

な
り
た
い
」な
ど
た
く
さ
ん
の
願
い
事
。叶
う
と
い
い
で
す
ね
。

遠藤哲教育長と学校についてたくさん話しました 村長室では村の特産品をたくさん知りました

議場では実際に議席に座り、ドキドキ！

7
7

音楽に合わせ表現を楽しむ３歳未満児 七夕の物語に耳を傾ける３歳以上児

かわいい探検隊の役場訪問6
25   

大きな笹飾りの下で楽しいダンス

農業委員会からのお知らせ

新しい農業委員と農地利用最適化推進委員を紹介します
　７月８日、農業委員辞令交付式が行われました。任期満了に伴い改選さ
れた７人の農業委員と、12人の農地利用最適化推進委員を紹介します。

農業委員

菅野啓一さん 
（比曽）

農地利用最適化推進委員

担
当
地
区 

比
曽

赤石澤忠則さん
（上飯樋）

担
当
地
区 

上
飯
樋

西尾ツネさん
（二枚橋・須萱）

担
当
地
区

二
枚
橋
・
須
萱

山田豊さん
（関根・松塚）

担
当
地
区 

関
根
・
松
塚

鴫原新一さん
（長泥）

担
当
地
区 

長
泥

中川喜昭さん
（宮内）

担
当
地
区

宮
内
・
大
倉

原田直志さん
（深谷）

担
当
地
区 

深
谷

武田富彥さん
（草野）

担
当
地
区 

草
野

木幡良勝さん
（伊丹沢）

担
当
地
区 

伊
丹
沢

伊東一治さん
（関沢）

担
当
地
区 

関
沢

髙橋喜一さん
（小宮）

担
当
地
区 

小
宮

濱名時夫さん
（八木沢・芦原）

担
当
地
区 

八
木
沢
・
芦
原

菅野和彥さん
（佐須）

担
当
地
区 

佐
須

佐藤隆男さん
（飯樋町）

担
当
地
区 

飯
樋
町

渡邊文夫さん
（前田・八和木）

担
当
地
区 

前
田
・
八
和
木

三瓶政美さん
（大久保・外内）

担
当
地
区 

大
久
保
・
外
内

新妻幹男さん
（蕨平）

担
当
地
区 

蕨
平

林吉安さん
（臼石）

担
当
地
区 

臼
石

細杉朝雄さん
（前田）

担
当
地
区 

前
田

■
農
業
委
員
会
長

■
会
長
職
務
代
理
者
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飯舘
百景

　
梅
雨
明
け
の
抜
け
る
よ
う

な
青
空
に
は
、季
節
の
変
わ
り

目
を
告
げ
る
ヒ
マ
ワ
リ
、そ
し

て
ア
ジ
サ
イ
が
よ
く
似
合
い

ま
す
。

　
赤
石
澤
一郎
さ
ん（
前
田・八

和
木
）は
、自
宅
前
の
小
高
い

丘
に
、ア
ジ
サ
イ
や
ツ
ツ
ジ
を

植
え
て
、見
事
な
庭
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。丘
の
上
に
は
あ
ず

ま
や
が
あ
り
、頂
上
か
ら
は
地

区
の
風
景
を
見
渡
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。「
今
年
は
霜
に
や

ら
れ
て
、が
っ
か
り
な
ん
だ
」と

言
い
つつ
も
、雑
木
を
切
って
丘

の
周
囲
を
さ
ら
に
美
し
く
整

え
て
、ア
ジ
サ
イ
の
季
節
を
迎

え
ま
し
た
。赤
石
澤
さ
ん
の
家

が
あ
る
飯
樋
前
田
地
区
で
も

年
々
作
付
け
を
再
開
す
る
田

畑
が
増
え
て
、緑
の
風
景
を

取
り
戻
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
阿
部
勝
男
さ
ん（
佐
須
）

は
、家
族
と
共
に
、今
年
も
自

宅
周
り
の
農
地
に
無
数
の
ヒ
マ

ワ
リ
を
咲
か
せ
ま
し
た
。パ
ッ

と
現
れ
る
鮮
や
か
な
光
景
に
、

車
を
停
め
て
写
真
を
撮
る
人

も
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、見

頃
の
ニュ
ー
ス
を
聞
き
つ
け
て
、

遠
く
か
ら
ヒ
マ
ワ
リ
畑
を
訪
れ

る
人
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ジ
サ
イ
は
、他
に
も
、あ

ち
こ
ち
の
地
域
で
沿
道
や
庭

を
彩
っ
て
い
ま
す
。「
村
民
の

森
あ
い
の
沢
」に
も
、多
く
の

ア
ジ
サ
イ
が
あ
り
、ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
が
手
入
れ
を
し
て
い

ま
す
。令
和
元
年
に
飯
舘
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
手
植

え
し
た
約
90
種
類
の
ア
ジ
サ

イ
も
年
々
成
長
し
、今
年
は

大
き
な
花
を
つ
け
る
品
種
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

向日葵と紫陽花

「村民の森あいの沢」には多品種のアジサイ

伊藤美智子さん（前田）のアジサイロード

阿部勝男さん（佐須）のヒマワリ畑

赤石澤一郎さんの自宅周りには、数多く
のアジサイやツツジが植えられていて、
丘の上からは、飯樋地区一円を望むこと
ができます。

ヒマワリ　　　　 アジサイ

令和３年８月号 12令和３年８月号13



■  

新
田
川

施工後

■  

飯
樋
川

施工後（完成）

■  

比
曽
川

施工後（完成）

福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■  

飯
樋
川

改修後

■県道原町川俣線  二枚橋地区

　県道原町川俣線は、相双地域と県北地域の連携や交流を促進し、通勤・通学さ
らには、医療・福祉等を支える重要な幹線道路です。二枚橋地区は、道路の幅員
が狭く、大型車両等の通行に支障をきたしているため、平成28年度にバイパス整
備が事業化され、令和元年度に工事着手しました。現在は、早期開通に向けて、
道路改良工事（路盤工等）を進めています。

　令和元年東日本台風をはじめ、近年、頻発化・激甚化している水災害から、安全・安心な生
活空間を確保するため、新田川、飯樋川、比曽川の河川内に堆積した土砂の撤去を進めてい
ます。
　さらに、飯樋川では、築堤工事などにより、河川の流下能力を向上させる河川改修も進めて
います。

河道掘削 ： 新田川   飯樋川   比曽川

■新田川 

施工後（完成）

■草野大倉鹿島線

施工中

　飯舘村内では、県事務所が管理している河川や道路が、令和元年東日本台風等
により３０か所被災しました。そのうち１４か所は、復旧が完了しております。残る１６か
所については、早期完成に向け復旧工事を進めています。

■災害復旧

河川改修 ： 飯樋川

報 告

■河道掘削と河川改修 平成28年度事業化 ・ 令和元年度工事着手

福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
が
発
行
す
る「
復
旧
復
興
だ
よ

り
第
75
号
」の
内
容
か
ら
、村
内
で
行
わ
れ
て
い
る
県
の
土

木
工
事
に
つ
い
て
、広
報
紙
面
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

バイパス工事

復 旧 工 事

河 川 工 事

施工前

施工前

施工前

改修前

施工前

施工前

施工中 施工中
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いいたて便り

ハヤシ製作所から村社協へ
体温測定顔認証カメラを寄贈
　７月１日、ハヤシ製作所（臼石）が、飯舘村社会福
祉協議会に、「体表面温度測定顔認証カメラ」一式
を寄贈しました。このカメラによる体表面温度の測定
時間はわずか0.2秒。顔認証カメラを兼ねていて、画
像を来場履歴として活用することもできる最新式で
す。林武志社長が「健康と福祉に役立てていただき
たい」と、齊藤修一村社協会長（深谷）に目録を手渡
し、齊藤会長が多岐にわたる貢献に感謝を述べまし
た。また、ハヤシ製作所と、この寄贈をサポートした東
邦銀行には、村社協から感謝状が贈られました。

飯舘村防災センター
施設が完成 内覧会を開催
　「飯舘村防災センター」が完成し、７月15日、関
係者と地域の皆さんを対象に内覧会を行いまし
た。このセンターは、旧飯樋小学校を改修し、大規
模災害時には避難所となる施設として整備されまし
た。備蓄庫や太陽光発電設備などを備え、屋内と屋
外野営場を合わせて約330人の受け入れが可能で
す。また、センター内には、村の震災復興記録を展示・
公開するコーナーを設けています。内覧会に先立ち
杉岡村長があいさつし、「防災力を高めると共に地域
コミュニティでも活用を」と期待を述べました。

村は､村主催のイベントや村民の皆さんの取り組みを取材し､広報紙･ホームページ等に掲載
しています｡写真掲載に不都合がある方は､村づくり推進課企画係までご連絡ください。

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える
安全で安心な明るい地域社会へ
　７月１日、第71回『社会を明るくする運動』内閣
総理大臣メッセージ伝達式が行われました。この
運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たち
の更生について理解を深めるとともに、それぞれ
の立場で力を合わせて犯罪のない明るい地域
社会を築くための全国的な運動です。この日は４
人の村の保護司が来庁し、代表で石井せんさん
（臼石）が内閣総理大臣からのメッセージ状を杉
岡村長へ手渡しました。今後も保護観察や非行
防止の活動を続けます。

右からハヤシ製作所の林勝専務、齊藤会長、同製
作所の林武志社長、森谷信弘東邦銀行川俣支店長

新たな人権擁護委員へ
思いが受け継がれます
　７月５日、法務大臣感謝状及び新任人権擁護
委員委嘱状伝達式が行われました。式では初め
に、菅野茂さん（関根・松塚）に感謝状が伝達さ
れました。菅野さんは９年３か月にわたり委員を務
め、各種啓発活動に大きく貢献されました。その
後、教職員の経験をもつ和田憲昌さん（臼石）に
委嘱状が伝達されました。杉岡村長は、「人権擁
護委員の活動が村民の安心安全な暮らしに結び
ついている。一人ひとりが尊重し合える飯舘村を
支えてほしい」と思いを述べました。

式は村役場で行いました。左から吉田隆好福島地方
法務局相馬支局長、菅野さん、和田さん、杉岡村長

わくわく農業体験塾 スタート
～夏野菜の収穫に笑顔～

　野菜づくりを体験しながら村民同士の交流を図
り、充実した時間を楽しむことを目的とした「わくわ
く農業体験塾」がスタートし、7月3日、初めての収
穫作業が行われました。
　塾生は現在11人です。農業未経験の人も多く、
自分で収穫した作物に思わず笑みがこぼれてい
ました。塾では今後、収穫した作物を使った料理
教室等も開いていく予定です。「わくわく農業体
験塾」では引き続き新規塾生を募集中です。お問
い合わせは、生涯学習課☎0244-42-0072まで。

講師役の齊藤次男さん（深谷）の指導を受け、サ
ヤインゲンなどを収穫しました

内閣総理大臣からのメッセージ状を読み上げる
石井さん。村のために取り組みを続けます

いいたてパークゴルフ場で
老人クラブが大会を開催
　７月18日、「いいたてパークゴルフ場」で、第10回
「飯舘村老人クラブ連合会パークゴルフ大会」が
開かれました。菅野茂会長（関根・松塚）は「待望の

あちらでもこちらでも、コースに笑顔があふれて
いました。交流もプレーもはつらつと

感染症対策のため２班に分かれてセンター内を見
学。担当者が施設の機能を説明しました

村内開催。村の自然を楽しみな
がらプレーしましょう」とあいさつ。
約90人が熱戦と交流を楽しみま
した。夏の青空の下で、プレーも
白熱。男子の部では菅野正男さん
（宮内）、女子の部では北山文子
さん（飯樋町）が優勝しました。

杉岡村長(左)もパー
クゴルフデビュー！
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身近な話題を
お寄せください
☎0244-42-1613
村づくり推進課企画係

話題のパレット

　「
い
い
た
て
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
会
」の
松
原
光

年
会
長（
小
宮
）が
、自
宅
の
花
を
使
っ
て
、毎
週
、

館
内
の
ホ
ー
ル
に
花
を
生
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。『
今
週
の
花
は
何
か
な
？
』と
楽
し
み
で
す
。

き
れ
い
な
お
花
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　「飯樋復興有志の会（荒利
喜会長／飯樋町）」は、飯樋
地区の復興を目指す有志の会
です。平成30年に結成され、
20人の会員が、３年前から桜
の植樹や盆踊り大会、さらには
飯樋復興祭など、地区の事業
に取り組んでいます。7月17日
には、15人が草刈機を持ち寄
り草刈作業を行いました。

　７月13日、『いいたてスポーツ公
園』で、「南相馬 飯舘 親善ゲー
トボール大会」が２年振りに開催
されました。暑さ対策、感染症対
策を行いながら、皆さんいきいきと
プレーを楽しんでいました。大会
を運営した佐藤昇さん（草野）は
「大変な状況ではありますが、こ
うして集まれることがうれしいで
す」と笑顔で話していました。

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」だ
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
屋
内
運
動
施
設
。

４
チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
技
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。村
の
部
で
優

勝
し
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。花
火
を
上
げ
て
も
ら
い
ま
し

た
。当
初
、朝
の
練
習
は
お
釜
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
か
ら
。そ
の

ご
飯
を
食
べ
て
子
ど
も
達
は
学

校
へ
行
き
ま
し
た
。夜
は
車
のヘッ

ド
ラ
イ
ト
を
明
か
り
に
し
て
の
練

習
で
す
。駅
伝
を
や
っ
て
み
た
い

子
ど
も
達
が
増
え
て
予
選
会
を

行
う
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
川
俣
町
の
出
身
で
、結

　
大
学
ま
で
陸
上
を
や
っ
て
い

て
、村
役
場
に
勤
め
て
か
ら
は
、

公
民
館
で
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の

立
ち
上
げ
や
、村
民
体
育
大
会

な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
市
町
村
対
抗
の「
ふ
く
し
ま

駅
伝
」の
開
催
が
決
ま
っ
た
時

は
、走
れ
る
人
に
声
を
か
け
、選

手
は
そ
れ
ぞ
れ
自
前
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
ウ
エ
ア
で
出
場
し
ま
し
た
。そ

こ
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た

だ
き
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
そ
ろ
え
て

連載「はなれていても」 　故郷を離れて暮らす村民のそれぞれの言葉に耳を傾けます

　７月23日に発行された方言集
『福島 飯舘の方言「ぼっと…」と
「うそんこ」』。著者は、震災後から
「かわら版」を書いてきた渡邊富
士男さん（飯樋町）です。20年以
上前から方言をメモに残し続けて
いたそうで、「たくさんの人がこの
本をきっかけに話し、昔を思い出し
てほしい」と、優しい笑顔で語って
くれました。

は
な
れ
て
い
て
も

齋
藤 

源
吉 

さ
ん 

（
飯
樋
町
）
福
島
県
須
賀
川
市
在
住

婚
を
機
に
村
に
住
み
ま
し
た
。

震
災
で
避
難
を
し
て
い
る
間
に
、

息
子
夫
婦
が
仕
事
の
都
合
で

須
賀
川
に
居
を
構
え
、私
達
も

孫
の
世
話
を
し
な
が
ら
須
賀
川

に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。村
に
戻
り
た
く
て
、息
子
達

と
は
随
分
議
論
し
ま
し
た
。

　
村
の
自
然
に
は
癒
や
さ
れ
る
。

そ
の
癒
や
し
を
求
め
て
、庭
木
や

盆
栽
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
を
も
っ
て
過
ご
さ
な
い
と
心

の
居
場
所
が
な
い
ん
で
す
ね
。村

の
自
宅
は
、維
持
の
難
し
さ
か
ら

解
体
し
ま
し
た
が
、土
地
の
手
入

れ
に
行
く
と
改
め
て
、村
は
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。忘
れ
ろ
と
言

わ
れ
て
も
、忘
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。い
つ
も
胸
の
中
に
あ
り

ま
す
。

「本当は今すぐにでも帰りたいの」
と妻の紀志さん。「村はいいなあ」
と言った源吉さんの目にはすっと
涙が浮かんでいました。

ゲートボールで交流

作業後は「ゑびす庵」のうどんを食し
ながら、飯樋地区の復興に向けた熱い
話し合いも行いました。

思い出の母校、旧飯樋
中学校の跡地です。荒
らさないよう草刈作業
を行いました。

飯舘復興有志の会

●図書コーナーには新刊が入っています。ぜひご利用ください。

　
ま
た
、館
内
に
七
夕
飾
り
を
し
ま
し
た
。短
冊

に
は
、『
プ
リ
キ
ュア
に
な
り
た
い
』『
警
察
官
に
な
り

た
い
』『
み
ん
な
が
笑
顔
で
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
よ

う
に
』と
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
、た
く
さ
ん
の

願
い
事
。短
冊
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、飾

り
付
け
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベン
ト

に
合
わ
せ
て
館
内
の
装
飾
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

念願の方言集が完成しました

「まだまだ人生の通過点。やりたいことがたくさ
んあるんだ」と村への愛は止まりません。方言集
の問い合わせは渡邊さん☎090-7568-7392まで。
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おしらせ

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す

予約が取れず村に相談し支援し
てもらいました。接種は妻と一
緒に「あづま脳神経外科病院」
で。皆さん親切でスムーズに接
種できました。腕に痛みが出
ましたが発熱などはありません
でした。接種を終え安心しつつ
も、感染対策は続けます。

夫婦で接種を終えました

八巻 忠 さん 
（草 野）

髙野 拓巳 さん 
（いいたてホーム）

もともと薬に対するアレル
ギーがありました。1回目の接
種では発熱・湿疹・かゆみが
あり、２回目は高熱が２日間
続きました。他施設で副反応
が出た方の話を聞き不安でし
たが、それでも接種ができて
安心につながりました。

経験談を参考にしました

接種を終えた方に体験と実感を聞きました

 ●７月27日現在●
 65歳以上の方の
ワクチン接種状況

対象者
2,020人

１回接種済
82.7％

67.9％
２回接種済

４
月
に
接
種
券
を
送
付
し
た
65
歳
以
上
の
方
の
７
月
27
日
現
在
の
接

種
率
は
、村
民
全
体
で
１
回
目
接
種
済
み
82・７
％（
1
6
7
0
人
）、

２
回
目
接
種
済
み
67・9
％（
1
3
7
１
人
）と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、接
種

が
済
ん
で
も
全
く
感
染
し
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
、う
が
い
と
いっ
た
基
本
的
感
染
対
策
は
継
続

し
ま
し
ょ
う
。 問 
村
相
談
窓
口（
☎
0
2
4
4 

‐ 

２
６ 

‐ 

7
9
1
1
/
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
）
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入札日／５月31日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

農業水利施設等保全再生事業
ため池放射性物質対策工事（広平第１ため池外） 33,000,000円 ㈱小野中村 令和４年

３月下旬
農業水利施設等保全再生事業
ため池放射性物質対策工事現場監理支援業務 4,840,000円 福島県土地改良事業団体連合会 令和４年

３月下旬

入札日／６月21日（単位：円）

飯舘分署消火栓設置工事 4,070,000円 庄司建設工業㈱ 令和４年
３月下旬

介護保険事業対応システム改修業務 1,320,000円 ㈱福島県中央計算センター 令和４年
３月下旬

森林景観整備業務（飯樋字花塚山地内） 2,915,000円 飯舘村森林組合 令和４年
３月下旬

橋梁点検業務委託 15,147,000円 (一財)ふくしま市町村支援機構 令和４年
３月下旬

大橋修繕設計業務委託（関沢字大橋地内） 11,473,000円 (一財)ふくしま市町村支援機構 令和４年
３月下旬

営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西部その１）
農業用排水施設等補修工事（揚水場） 9,185,000円 ㈱トーカン 令和４年

３月下旬

入札日／７月16日（単位：円）

特定復興再生拠点エリア造成工事監理業務 12,408,000円 (一財)ふくしま市町村支援機構 令和４年
３月下旬

特定復興再生拠点エリア造成工事 757,900,000円 庄司建設工業㈱ 令和４年
３月下旬

飯舘村光ケーブル修繕（笠石住宅） 1,089,000円 東日本電信電話㈱
宮城事業部福島支店

令和４年
３月下旬

飯舘村光ケーブル修繕（大谷地団地） 1,507,000円 ㈱TTK 令和４年
３月下旬

飯舘村光ケーブル支障移転工事
（蕨平字菅沼地内） 3,333,000円 東日本電信電話㈱

宮城事業部福島支店
令和４年
３月下旬

飯舘村光ケーブル支障移転工事
（長泥字長泥地内） 3,751,000円 東日本電信電話㈱

宮城事業部福島支店
令和４年
３月下旬

飯舘村交流・移住・定住推進体制等検討支援業務 11,880,000円 ㈱アールピーアイ栃木 令和４年
３月下旬

宿泊体験館きこり大研修室照明器具取替修繕工事 1,265,000円 ㈱長谷川電気工事 令和４年
３月下旬

宿泊体験館きこりウッドデッキ修繕工事 4,070,000円 ㈱古俣工務店　川俣支店 令和４年
３月下旬

国民健康保険システム税制改正対応業務委託 1,265,000円 ㈱福島県中央計算センター 令和４年
３月下旬

農地台帳システムサーバー構築・編集ライセンス
追加導入業務 1,892,000円 ユニオンデーターシステム

㈱
令和４年
３月下旬

ふくしま森林再生事業　森林整備業務委託 112,750,000円 飯舘村森林組合 令和４年
３月下旬

ふくしま森林再生事業　森林施業総合管理業務 13,530,000円 (公益社)福島県森林・林業・
緑化協会

令和４年
３月下旬

福島県環境放射線モニタリング交付金事業
ガンマカメラ測定業務委託 5,115,000円 ㈱菊池製作所 令和４年

３月下旬

組立移動式サル用囲いわな購入 1,089,000円 ALSOK福島㈱ 令和４年
３月下旬

入札結果をお知らせします おしらせ

１
日	•

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
（
村
役
場
）

５
日	•

第
40
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
（
村
役
場
）

７
日	•

飯
舘
村
行
政
区
長
会
議
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

	
•

第
１
回
地
域
み
が
き
あ
げ
計
画
推
進
協
議
会

（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

８
日	•

農
業
委
員
会
臨
時
総
会
（
村
役
場
）

９
日	•

生
涯
学
習
講
座
「
寄
せ
植
え
教
室
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

13
日	•

生
涯
学
習
講
座
「
オ
カ
リ
ナ
教
室
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

14
日	•

認
知
症
カ
フ
ェ
「
ゆ
ず
カ
フ
ェ
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

15
日	•

飯
舘
村
防
災
セ
ン
タ
ー
内
覧
会
（
飯
舘
村
防
災
セ
ン
タ
ー
／
旧
飯
樋
小
）

17
日	•

い
い
た
て
村
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
「
わ
ん
こ
の
庭
の
び
の
び
」

竣
工
式
・
開
庭
イ
ベ
ン
ト
（
わ
ん
こ
の
庭
の
び
の
び
）

18
日	•

テ
ニ
ス
教
室
（
い
い
た
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

19
日	•

第
41
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
（
村
役
場
）

20
日	•

農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
）

21
日	•

牧
野
組
合
協
議
会
総
会
（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

26
日	•

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
）

29
日	•
飯
舘
村
議
会
第
４
回
臨
時
会
（
村
議
場
）

30
日	•

飯
舘
村
水
道
事
業
運
営
審
議
会
・

飯
舘
村
農
業
集
落
排
水
事
業
運
営
審
議
会
（
村
役
場
）

７
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と
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ラオス通信。
佐野志帆さんの

vol.1２最終回

ラオスの好きなところ
 佐野さんは兵庫県の出身。青年海外協力隊とし
て現地で活動した経験をもとに、佐野さんが見
て触れて感じたラオスを教えていただきます。

東京オリンピック・パラリンピック2020で村が
「復興『ありがとう』ホストタウン」を務めるラオ
スってどんな国？佐野さんのリポートで素朴な疑問
に応えます。きっとラオスが身近になりますよ！

ラオスを身近に感じ
るエピソードの数々

…

素敵なエッセイをあ
りがとうございまし

た！

　
こ
ん
に
ち
は
！
最
終
回
は
、私
が
大
好
き
な
い
ろ
ん
な
ラ
オ

ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。現
地
の
方
々
の
お
世
話
焼
き
で
優
し

い
人
柄（
ご
近
所
さ
ん
が
お
惣
菜
を
く
れ
た
り
、買
い
物
に
も

付
き
合
って
く
れ
た
り
し
ま
す
）。発
酵
し
た
香
辛
料
の
効
い

た
料
理（
お
す
す
め
は
パ
パ
イ
ヤ
サ
ラ
ダ
で
す
）。温
暖
な
気

候（
肩
こ
り
が
解
消
し
ま
し
た
し
、多
湿
な
の
で
お
風
呂
後

の
保
湿
要
ら
ず
で
す
）。伝
統
儀
式
の
数
（々
結
婚
式
や
バ
ー

シ
ー
な
ど
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
）。

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
た
天
然
サ
ウ
ナ
。マッ
サ
ー
ジ
屋
さ
ん（
な

ん
と
１
時
間
1
5
0
0
円
！
も
っ
と
行
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

で
す
）。日
常
生
活
で
不
可
欠
な
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
の
風（
運
転

手
さ
ん
に
値
段
交
渉
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
）。こ
こ
に
書
き

き
れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
ラ
オ
ス
通
信
を

通
し
て
現
地
の
魅
力
が
伝
わ
って
い
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、ラ
オ
ス
か
ら
帰
国
し
て
思
う
こ
と
は
、現
地
に
は

「
人
」が
生
き
て
い
る
こ
と
。当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、彼
ら
は
テ
レ
ビ
や
S
N
S
の
向
こ
う
に
生
き
て
い
る

存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。生
ま
れ
た
場
所
が
違
え
ば
自
分
の

隣
人
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
人
た
ち
で
す
。今
夏
は
そ
ん
な
人

た
ち
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
遥
々
日

本
の
地
に
赴
い
て
く
れ
る
の
で
、み
ん
な
で
彼
ら
を
応
援
し
た

い
で
す
ね
！
最
後
に
、１
年
間
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
飯
舘
村
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。コ
ー
プ
チ
ャ
イ
ラ
イ
ラ
イ
！（
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
）皆
様
に
と
っ
て
よ
い
夏
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

一昨年に村内でトレーニング
を行ったラオスパラ水泳選手
団の皆さん。新型コロナの影
響でその後の合宿などは実現
できませんでしたが今後の活
躍にも声援を送りましょう。

　今年は青梅がたくさん手に入っ
たので、普段ズボラな私ですが、
手間ひまを惜しまず、ジャムやシ
ロップを作ってストックしていま
す。冷たいソーダ割りは暑い毎日
の味方です。
　現在、みなさんお馴染みの旧コメ
リ飯舘店を新たな空間に生まれ変
わらせるプロジェクトを進めてい
て、まずは誰でも気軽に立ち寄れる
カフェを施設内に作りたいなぁと思
い、メニューを考案中…。定番の
コーヒーやティーに加え、地元食材
を使ったランチメニューや、夏限定
の梅ジュース・シソジュースなんか
もアリかも。何かいいアイデアがあ
れば教えてください！

最近、村内で畑を
借りて、仲間たち
と自然栽培農業も
始めました（笑）

地域おこし協力隊
いいたてDIARY

ダイアリー

今月のライター

松本 奈  々さん
飯舘村地域おこし協力隊

令和３年８月号 22

お く や み

ご冥福をお祈り申し上げます

氏　　　名 年齢 行 政 区

平　栗　智惠子 97 臼石

志　賀　チヨノ 91 伊丹沢

川　里　正　義 86 宮内

菅　野　ツルノ 103 比曽

佐　藤　菊　美 102 伊丹沢

山　田　実　紀 24 伊丹沢

髙　橋　マツヨ 69 前田・八和木

田　邊　ミヨ子 88 関沢

（令和３年６月 30 日現在）
ひとのうごき

人口 　　　今　月　（前月比） 
男	 2551 人	（－12）
女	 2545 人	（－18）
計	 5096 人	（－30）

世帯数	 1815 戸	 （－9）

６月１日～ 30日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入	 2 人
転出	 19 人
出生	 0 人
死亡	 13 人

（住民基本台帳人口）

（６月21日から７月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

〈ふるさと資源〉 発掘図鑑

お気に入りの景色、ふるさとを感じるモノ、自分が打ち込んでいるコトなど、あなたの
「推し」を教えてください。

掲載についてお問い合わせは村づくり推進課企画係
☎0244-42-1613までお気軽に。

平成29年に遷宮した
羽山神社の参道を地域
住民の協力で整備しま
した。過去に疫病退散
を祈願した記録が残る
神社です。このほど整
備が完了しました。

三瓶政美さん（大久保・外内）

木の板に記された文章を書き
写すなどして古い資料の保存
を進めています。震災の影響
もあり傷んだ文化財を地域の
協力で大切に守っています。

コーヒータイムの皆さん

市澤農園の市澤さん、
「村カフェ７５３」の
田中さん、楽しい時間を
ありがとうございました。

二本松市のNPO法人「コー
ヒータイム」の皆さんが、
市澤農園のブルーベリー摘
みや、「村カフェ７５３（な
ごみ）」でのくつろぎタイム
を楽しみました。

市澤秀耕さん（深谷）

皆さんに喜んでいただけて何よ
りです。ブルーベリー摘みの一
般開放はできていないのです
が辛抱強く手入れをしてよい
実がなるよう頑張っています。
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ひ
ぐ
ら
し
や
蛙
の
声
に
稲
の
成
長
を
想
う
夏
の
夕
暮
れ
。
虫
や
風
の
音
、
情
緒
す
ら
も
文
字
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
日

本
の
伝
統
に
感
じ
入
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
方
言
、
言
の
葉
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
杉
岡
村
長
）




